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和歌山県道路交通渋滞対策協議会

○「今後の高速道路のあり方中間とりまとめ(高速道路のあり方検討有識者委員会、平成23年12月)」において、効率性を阻害する渋滞ボ
トルネック対策の重要性が指摘されたこと

○社会資本整備審議会道路分科会基本政策部会においても、渋滞対策を含め、道路利用の適正化が議論されていること
○民間プローブデータが容易に取得可能となるなど、交通実態の観測環境に大きな改善が見られること

渋滞対策の方針

課題の状況を継続的に把握・共有するとともに、新たな交通観測データの分析等
により効果的な渋滞対策の推進に取り組む

渋滞対策検討の経緯

1.渋滞対策協議会の検討経緯について
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和歌山県道路交通渋滞対策協議会

主要渋滞箇所解除の考え方

（昨年度）当初設定した条件を満たし、かつ全方向で
ピーク時の速度が20km/h以上を２年連続でクリアし
た交差点を対象に解除
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（昨年度）

（今年度）

【主要渋滞箇所解除フロー】

（今年度） H29年度までの対策済全箇所について、上記条件は満たさないが、
個別の現地状況による渋滞の確認を行い、解除候補箇所を抽出
・信号待ち回数が1回以内の車両が多く、渋滞長が短く軽微であるかを判断

（※３）
当初設定した条件を満たし、全方
向でピーク時の速度が20km/h以
上をクリアした交差点を対象。

（※３）



和歌山県道路交通渋滞対策協議会

・ H29年度第1回協議会 (H29.8)

主要渋滞箇所解除の経緯
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主要渋滞箇所：91箇所

解除箇所
・南門橋西詰交差点 （橋本バイパス）

対策中

：51箇所

対策案
検討中

：2箇所

解除候補 （非直轄箇所）
・和歌山大学入口交差点 （第二阪和国道） ・東家交差点 （橋本バイパス）
・御幸辻交差点 （橋本バイパス）

・ H30年度第2回協議会 (H31.3)

・ H30年度第1回協議会 (H30.8)
解除箇所 （直轄箇所）
・粉河交差点 （京奈和自動車道） ・郵便橋交差点 （紀勢自動車道）
・明洋交差点 （田辺西バイパス） ・勝浦臨海交差点 （那智勝浦道路）

解除箇所 ： 1箇所

対策案なし

：1箇所

解除候補：3箇所

解除箇所：4箇所

対策完了後、渋滞状況を確認

対策済 or 対策中

：17箇所
（H30年度完了予定）

当初設定した条件で主要渋滞箇所の状況を確認

個別の現地状況による渋滞の確認
※H29年度までの対策済全箇所について旅行速度の確認を行い、主道路が改善傾向にある箇所について、現地確認等を行った上で、解除候補箇所を抽出

・信号待ち回数が1回以内の車両が多く、渋滞長が短く軽微であるかを判断

対策済

：20箇所
（H29年度までに対策完了）

【開通路線】

・第二阪和国道 ・紀勢自動車道
・京奈和自動車道 ・田辺西バイパス
・橋本バイパス ・那智勝浦新宮道路
・高野山道路



和歌山県道路交通渋滞対策協議会

対策済主要渋滞箇所の位置図
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東家

御幸辻

南門橋西詰

市脇

粉河 千手院前

天王池

明洋

橋谷 朝来駅南

郵便橋
勝浦臨海

狐島

御膳松

気象台前

延時

那賀高校前

下井阪

国道24号
京奈和自動車道

国道371号
橋本バイパス

和歌山大学
入口

国道371号
高野山道路

国道42号
田辺西バイパス

近畿自動車道
紀勢線 国道42号

那智勝浦新宮道路

解除済箇所

対策済箇所

解除候補箇所（今回）

国道26号
第二阪和国道

次郎丸 主な対策済事業
主要渋滞箇所

路線名 交差点名

一般国道26号
第二阪和国道

県道752号
（旧国道26号）

和歌山大学入口

延時

狐島

御膳松

気象台前

県道7号 次郎丸

一般国道24号
京奈和自動車道

国道24号

那賀高校前

下井阪

粉河

市脇

一般国道371号
橋本バイパス

国道371号

御幸辻

南門橋西詰

東家

一般国道371号
高野山道路

県道53号 千手院前

近畿自動車道
紀勢線

国道42号

天王池

朝来駅南

郵便橋

県道31号 橋谷

一般国道42号
田辺西バイパス

国道42号 明洋

一般国道42号
那智勝浦新宮道路

国道42号 勝浦臨海



和歌山県道路交通渋滞対策協議会

対策済主要渋滞箇所の位置図（拡大図）
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淡輪 箱ノ浦

粟

大谷

平井

深日

孝子

第二阪和国道
(平井～大谷)

H27.9 暫定2車線開通

第二阪和国道
(淡輪～平井)

H29.4 暫定2車線開通

第二阪和国道
(箱ノ浦～淡輪)

H23.3 暫定2車線開通

和歌山
大学入口

24延時

狐島

御膳松
気象台前

次郎丸

京奈和自動車道（紀北東道路）
（紀北かつらぎIC～紀の川IC）

H26.3 暫定2車線開通

京奈和自動車道（紀北西道路）
（紀の川IC～岩出根来IC）

H29.3 暫定2車線開通

粉河

下井阪

那賀高校前

一般国道26号
第二阪和国道

一般国道24号
京奈和自動車道

24

424

紀の川IC

紀の川東IC

26

第二阪和国道
(大谷～元寺町)

H15.4 4車線開通



和歌山県道路交通渋滞対策協議会

対策済主要渋滞箇所の位置図（拡大図）
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御幸辻

371

371

24

南門橋西詰

市脇

東家

国道371号・高野山道路
H27.3 2車線開通

千手院前

一般国道371号
橋本バイパス

一般国道371号
高野山道路

国道371号・橋本バイパス
H26.6 4車線開通(一部暫定2車線)
H27.9 4車線開通(全線)

371

371

480



和歌山県道路交通渋滞対策協議会

対策済主要渋滞箇所の位置図（拡大図）
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明洋
天王池

橋谷

朝来駅南

郵便橋

国道42号・那智勝浦新宮道路
(那智勝浦IC～市屋)

H27.9 暫定2車線開通

勝浦臨海

近畿自動車道 紀勢線
一般国道42号 田辺西バイパス

一般国道42号 那智勝浦新宮道路

那智勝浦IC

新宮南IC

市屋

三輪崎

上富田IC

南紀田辺IC

南紀白浜IC

近畿自動車道 紀勢線
(南紀田辺IC～南紀白浜IC)

H27.7 暫定2車線開通

近畿自動車道 紀勢線
(南紀白浜IC～すさみ南IC)

H27.8 暫定2車線開通

国道42号・那智勝浦新宮道路
(三輪崎～那智勝浦IC)
H20.3 暫定2車線開通

42

311

42

42

42

国道42号・田辺西バイパス
(田辺市稲荷町～田辺市芳養町)

H26.3
暫定2車線

開通

H19.11
完成4車線

開通

事業中
区間



和歌山県道路交通渋滞対策協議会

主要渋滞箇所の状況確認、解除の検討について
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和歌山県道路交通渋滞対策協議会

主要渋滞箇所の解除候補の渋滞状況の確認

◆和歌山大学入口交差点

9

○旅行速度データ：民間プローブデータおよびETC2.0プローブ情報の集計結果（DRM単位）
（秋季（9～11月）の平休全日の平均値）
・ピーク時： 7～9時台, 16～18時台 ・昼間12h：7～18時台

○信号サイクル長以内の通過割合データ：ETC2.0プローブ情報（H29.9～11）
○信号サイクル長データ：H30.3.7調査結果（7時台ほか）
○渋滞長データ：H30.3.7調査結果（10分単位で観測）

注）旅行速度、信号サイクル長以内の通過割合は3ヶ月間のサンプルデータ、渋滞長は特定の1日の実測データである。

○主道路の旅行速度は20km/hを超えている。
○一方、従道路では20km/h以下となるが、信号サイクル長以内で通過する車両の割合

は高く、また、渋滞長調査では渋滞長は観測されていない。

淡輪 箱ノ浦

粟

大谷

平井

深日

孝子

第二阪和国道
(平井～大谷)

H27.9 暫定2車線開通

第二阪和国道
(淡輪～平井)

H29.4 暫定2車線開通

第二阪和国道
(箱ノ浦～淡輪)

H23.3 暫定2車線開通

和歌山
大学入口

26

24

主道路
（和歌山阪南線）

和歌山大学入口

和歌山大学入口

従道路

最大滞留長：230m
最大渋滞長：0m

最大滞留長：140m
最大渋滞長：0m

最大滞留長：100m
最大渋滞長：0m
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【信号サイクル長内の
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台
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和歌山県道路交通渋滞対策協議会

主要渋滞箇所の解除候補の渋滞状況の確認

◆御幸辻交差点
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○主道路の旅行速度は20km/hを超えている。
○一方、従道路では20km/h以下となるが、信号サイクル長以内で通過する車両の割合

は高く、また、渋滞長調査では渋滞長はほとんど観測されていない。（渋滞は短時間
で最大渋滞長は30m）

注）旅行速度、信号サイクル長以内の通過割合は3ヶ月間のサンプルデータ、渋滞長は特定の1日の実測データである。

主道路
（国道371号）

主道路
（国道371号）

御幸辻

御幸辻
従道路 従道路

最大滞留長：70m
最大渋滞長：0m

最大滞留長：60m
最大渋滞長：0m

最大滞留長：110m
最大渋滞長：30m
※渋滞は20分間が1回（最大30m）
と10分間が1回（20m）

最大滞留長：60m
最大渋滞長：0m

○旅行速度データ：民間プローブデータおよびETC2.0プローブ情報の集計結果（DRM単位）
（秋季（9～11月）の平休全日の平均値）
・ピーク時： 7～9時台, 16～18時台 ・昼間12h：7～18時台

○信号サイクル長以内の通過割合データ：ETC2.0プローブ情報（H29.9～11）
○信号サイクル長データ：H30.12.19調査結果（7時台ほか）
○渋滞長データ：H30.12.19調査結果（10分単位で観測）

橋本バイパス
H26.6 4車線開通(一部暫定2車線)
H27.9 4車線開通(全線)

ピーク時
昼間12h

御幸辻

371

371

24

流入4

流入1

流入2

流入3

御幸辻 流入_ 1

所要時間 秒 交差点直近 リンク( )[ 2 (247 m)]

0 50 100 150 200 250 300 350 400
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10 サンプル数=33台

信号サイクル長
120秒

所要時間（秒）

20km/h
相当の
所要時間

台
数

集計対象リンク長：248m

【信号サイクル長内の
通過車両割合】

100.0％

御幸辻 流入_ 3

所要時間 秒 交差点直近リンク( )[ (349 m)]

0 50 100 150 200 250 300 350 400
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10 サンプル数=56台

信号サイクル長
120秒

所要時間（秒）

20km/h
相当の
所要時間

台
数

集計対象リンク長：350m

【信号サイクル長内の
通過車両割合】

96.4％
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主要渋滞箇所の解除候補の渋滞状況の確認

◆東家交差点

11

○主道路では20km/h以下となるが、信号サイクル長以内で通過する車両の割合は高く、
また、渋滞長は観測されていない。

○一方、従道路の流入1では、20km/h以上となるものの、渋滞長調査では軽微な渋滞
のみが観測されている。（渋滞は短時間で最大渋滞長は30m）。また、流入3では
20km/h以下となるが、信号サイクル長以内で通過する車両の割合は高く、また、渋滞
長調査では渋滞長は観測されていない。

主道路
（国道371号）

東家

東家

従道路

0
5
10
15
20
25
30
35
40

H22 H25 H26 H27 H28 H29E
速

度
（
km

/h
）

ピーク時
昼間12h

20km/h

開通後

0
5
10
15
20
25
30
35
40

H22 H25 H26 H27 H28 H29E
速

度
（
km

/h
）

ピーク時
昼間12h

20km/h

開通後

0
5
10
15
20
25
30
35
40

H22 H25 H26 H27 H28 H29E

速
度

（
km

/h
）

ピーク時
昼間12h

20km/h

開通後

最大滞留長：310m
最大渋滞長：0m

最大滞留長：60m
最大渋滞長：0m

最大滞留長：60m
最大渋滞長：0m

最大滞留長：130m
最大渋滞長：30m
※渋滞は20分間が1回（最大30m）
と10分間が1回（10m）

0
5
10
15
20
25
30
35
40

H22 H25 H26 H27 H28 H29E

速
度

（
km

/h
）

20km/h

開通後

ピーク時
昼間12h

20km/h
以上

○旅行速度データ：民間プローブデータおよびETC2.0プローブ情報の集計結果（DRM単位）
（秋季（9～11月）の平休全日の平均値）
・ピーク時： 7～9時台, 16～18時台 ・昼間12h：7～18時台

○信号サイクル長以内の通過割合データ：ETC2.0プローブ情報（H29.9～11）
○信号サイクル長データ：H30.12.19調査結果
○渋滞長データ：H30.12.19調査結果（10分単位で観測）

橋本バイパス
H26.6 4車線開通(一部暫定2車線)
H27.9 4車線開通(全線)

東家

371

371

24

主道路
（国道371号）

注）旅行速度、信号サイクル長以内の通過割合は3ヶ月間のサンプルデータ、渋滞長は特定の1日の実測データである。

流入4

流入1

流入2

流入3
従道路

東家 流入_ 2

所要時間 秒 交差点直近リンク( )[ (137 m)]
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所要時間（秒）

台
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集計対象リンク長：137m

信号サイクル長
140秒

【信号サイクル長内の
通過車両割合】

99.5％

東家 流入_ 3

所要時間 秒 交差点直近リンク( )[ (47 m)]
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所要時間（秒）
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集計対象リンク長：48m

信号サイクル長
140秒

【信号サイクル長内の
通過車両割合】

99.6％
東家 流入_ 4

所要時間 秒 交差点直近リンク( )[ (103 m)]
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サンプル数=1,078台
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集計対象リンク長：104m

信号サイクル長
140秒

【信号サイクル長内の
通過車両割合】

99.9％
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開通路線の効果について
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和歌山県道路交通渋滞対策協議会

西脇山口線（田屋工区）の開通効果

1
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鳴滝

大谷

次郎丸

延時

和歌山大学入口

六十谷 六十谷駅前

紀の川大堰南詰

六十谷橋北詰 六十谷鉄橋北
直川南

川辺

川辺橋北詰

馬橋西

谷

狐島

御膳松

紀の川大橋北詰

気象台前

北新橋西詰

元寺町５丁目

北島橋北詰

北島

梶取

地蔵の辻

中之島

嘉家作丁 有本 出島 田井之瀬

和歌山インター南口

花山

花山西

太田
太田東第一

田中町

川辺橋南詰

2

１-１．西脇山口線の開通状況

○ 西脇山口線では、平成30年3月の田屋工区の開通により、川永工区を除き4車線通行が可能となった。
○ 阪和道をまたぐ田屋工区の開通であるため、阪和道を横断する交通流動の変化を確認した。

【西脇山口線の近年の開通状況】

西脇山口線
（田屋工区）

H30.3月開通
4車線開通

西脇山口線
(園部・六十谷工区)

H27.8 開通
2車線→4車線

西脇山口線
(直川工区)
H26.9 開通
4車線開通

L=1.0km L=0.9km L=0.7km L=1.6km L=1.2km L=1.3km

西脇山口線
(宇田森工区)
H25.7 開通
4車線開通

西脇山口線
(川永工区)
事業中区間

：主要渋滞箇所

2426

和歌山IC

和歌山北IC

和歌山JCT
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１-３．交通流動の変化

○ 開通後、旧道（粉河加太線）で阪和道を横断する割合が３６％、西脇山口線で横断する６４％となり、交通の転換が確認できる。

■交通流動 粉河加太線利用交通

集計データ：ETC2.0プローブ情報（様式1-2をベースに再マッチング実施） 集計対象：取得断面を通過した車両

下図は、地点Aと地点Bを通過する車両が、どの道路をどれぐらいの割合で利用したかを示す

和歌山北IC
直川南

六十谷駅前

六十谷鉄橋北

馬橋西

川辺

西脇山口線と粉河
加太線の渡り交通
の多くが利用

開通前： H29.11全日

サンプル数：344台

地点A

地点B

利用率

和歌山北IC
直川南

六十谷駅前

六十谷鉄橋北

川辺

渡り交通の
多くが利用

渡り交通が減少

馬橋西

開通後： H30.7全日

サンプル数：575台

地点A

地点B

利用率

開通区間

開通区間

紀伊駅

紀伊駅

②西脇山口線（開通路線）

64%

①粉河加太線（旧道）

100%

①粉河加太線（旧道）

36%

①粉河加太線（旧道）

100%

①粉河加太線（旧道）

39%

②西脇山口線（開通路線）

61%

通過割合の設定断面

主要渋滞箇所

取得断面

通過割合の設定断面

主要渋滞箇所

取得断面

②西脇山口線（開通路線）

0%
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１-３．交通流動の変化

○ 開通後、堤防道路（小豆島船戸線）で阪和道を横断する割合が３５％、西脇山口線で横断する６３％となり、交通の転換が確認できる。

■交通流動 国道24号BP利用交通

集計データ：ETC2.0プローブ情報（様式1-2をベースに再マッチング実施） 集計対象：取得断面を通過した車両

下図は、地点Aと地点Bを通過する車両が、どの道路をどれぐらいの割合で利用したかを示す

和歌山北IC
直川南

六十谷駅前

六十谷鉄橋北

馬橋西

川辺

直川南交差点
の利用が多い

開通前： H29.11全日

サンプル数：222台

地点A

地点B

利用率

和歌山北IC
直川南

六十谷駅前

六十谷鉄橋北

馬橋西

川辺

直川南交差点
の利用が減少

渡り交通の主
たる利用経路

開通後： H30.7全日

サンプル数：1095台

地点A

地点B

利用率

開通区間

開通区間

②西脇山口線（開通路線）

63%

①小豆島船所線

85%

①小豆島船所線

35%

①国道24号
94%

①国道24号
81%

②西脇山口線（開通路線）

17%

通過割合の設定断面

主要渋滞箇所

取得断面

通過割合の設定断面

主要渋滞箇所

取得断面

③粉河加太線

2%

③粉河加太線

2%

③粉河加太線

15%

②西脇山口線（開通路線）

3%

③粉河加太線

3%
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北島湊線の開通効果

5
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気象台前

紀の川大橋北詰

御膳松

狐島

延時

和歌山大学入口

次郎丸

梶取

北島

北島橋北詰

大谷

鳴滝
六十谷 六十谷駅前

六十谷鉄橋北六十谷橋北詰

紀の川大堰南詰

地蔵の辻

中之島

嘉家作丁

元寺町５丁目

北新橋西詰

有本
出島

田井之瀬

和歌山インター南口

花山

花山西

太田
太田東第一

田中町

日前宮前

6

２-１．北島湊線の開通状況

○ 北島湊線が平成30年6月に2車線で開通し、紀の川右岸道路の未改良区間が解消。
○ 紀の川右岸道路の未改良区間が解消したため、渡河交通の流動変化と北島橋北詰の交差点交通量の変化を確認した。

【北島湊線の開通状況】

北島湊線
H30.6月開通
2車線開通

L=1.4km

：主要渋滞箇所

和歌山IC

和歌山北IC

24

26

24

42
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２-３．交通流動の変化

○ 開通後、北島橋の利用率が減少し、紀の川河口大橋の利用率が増加。
○ 北島橋北詰の交差点交通量は、開通後、北島湊線の利用が増加し、Ｂ方向の利用が減少、北島橋の右折車両も減少している。

■交通流動 整備区間利用交通

集計データ：ETC2.0プローブ情報（様式1-2をベースに再マッチング実施） 集計対象：取得断面を通過した車両

下図は、地点Aを通過する車両が、どの道路をどれぐらいの割合で利用したかを示す

開通前： H29.11全日

サンプル数：1355台

地点A

延時

御膳松

紀の川
大橋北詰

気象台前

梶取

北島

北新橋西詰

元寺町５丁目

嘉家作丁

開通後： H30.7全日

サンプル数：2354台

御膳松

紀の川
大橋北詰

気象台前

梶取

北島

北新橋西詰

元寺町５丁目

嘉家作丁

取得断面

主要渋滞箇所

渡河交通断面

取得断面

主要渋滞箇所

渡河交通断面

②紀の川大橋

14%

①北島橋

81%

③紀の川河口大橋

17%

②紀の川大橋

19%

①北島橋

64%

③紀の川河口大橋

5%

北島橋
北詰

北島橋
北詰

地点A

紀の川河口大橋
5%

紀の川大橋
14%

北島橋
81%

渡河交通
の割合
サンプル数

498台

北島橋
64%

紀の川
大橋
19%

紀の川
河口大橋

17%

渡河交通
の割合
サンプル数

718台

狐島

開通前（H29.10.3）交通量(台/朝夕5h)

延時

狐島

左折 直進 右折

125 2797 739
左折 直進 右折

31 911 (右折禁止)

右折 直進 左折

16 2874 706

右折 直進 左折

762 456 464

次郎丸 次郎丸

開通後（H30.12.11）交通量(台/朝夕5h)
※表の下段の数値は開通前からの増減

左折 直進 右折

195 3052 666

+70 +255 -73

左折 直進 右折

48 1081 374

+17 +170 +374

右折 直進 左折

7 2729 637

-9 -145 -69

右折 直進 左折

526 739 380

-236 +283 -84

Ａ方向

Ｂ方向

Ｃ方向

Ｄ方向

Ａ方向

Ｂ方向

Ｃ方向

Ｄ方向
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観光地における交通状況の中間報告
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和歌山県道路交通渋滞対策協議会

白浜地区における交通状況

1



和歌山県道路交通渋滞対策協議会

白浜地区における旅行速度

【繁忙期における旅行速度：H29年・H30年お盆 17-18時台】

○旅行速度は昨年と大きな違いは見られない。
〇フラワーラインの開通区間（H30.7）の周辺においても大きな速度の変化はない。

◆H29年お盆期間旅行速度 ◆H30年お盆期間旅行速度

お盆期間の旅行速度（夕方17‐18時台）

2

上富田IC

南紀白浜IC

南紀田辺IC
E42

42

311

42

上富田IC

南紀白浜IC

南紀田辺IC
E42

42

311

42

データなし

～ 10km/h
10 ～ 20km/h
20 ～ 30km/h

30 ～ 40km/h
40km/h ～

旅行速度

ETC2.0プローブ情報（H29年お盆期間（H29/8/12～8/14の3日間）、H30年お盆期間（H30/8/11～8/13の3日間））

フラワーライン（空港東交差点～才野ランプ）
H30.7.8開通

天王池

橋谷

田鶴

神島台

神島台南

朝来駅南

データなし

～ 10km/h

10 ～ 20km/h

20 ～ 30km/h

30 ～ 40km/h

40km/h ～

旅行速度

天王池

橋谷

田鶴

神島台

神島台南

朝来駅南



和歌山県道路交通渋滞対策協議会

白浜地区における利用経路比較①

【繁忙期（お盆）における白良浜付近の車両が利用する経路】

3

白良浜及び周辺宿泊施設街付近を走行した車両（174台）の各道路の利用率

ETC2.0プローブ情報（H29年お盆期間（H29/8/12～8/14の3日間）及びH30年お盆期間（H30/8/11～8/13の3日間）の合計）

〇H30のお盆期間において、フラワーラインの全線開通前と同様に、南紀白浜空港線の利用割合が高い。
〇フラワーラインの開通区間（H30.7）と並行する県道34号白浜温泉線について権現谷～才野ランプの利用割合が減少している。
○H29に比べH30紀勢自動車道（南紀白浜ＩＣ～上富田ＩＣ）の利用割合が増加している。

白良浜（H29年お盆期間）

白良浜

南紀田辺IC
E42

42

311

42

白良浜及び周辺宿泊施設街付近を走行した車両（264台）の各道路の利用率

白良浜

南紀田辺IC
E42

42

311

42

白良浜（H30年お盆期間）

権現谷

才野ランプ

権現谷

才野ランプ

データなし
～1％未満
1％以上 10％未満
10％以上 20％未満
20％以上 30％未満
30％以上

フラワーライン（空港東交差点～才野ランプ）
H30.7.8開通

上富田IC

南紀白浜IC

上富田IC

南紀白浜IC

天王池

橋谷

田鶴

神島台

神島台南

朝来駅南

天王池

橋谷

田鶴

神島台

神島台南

朝来駅南

主要渋滞箇所
観光地（分析対象）



和歌山県道路交通渋滞対策協議会

白浜地区における利用経路比較②

【繁忙期（お盆）におけるアドベンチャーワールド近辺の車両が利用する経路】

4

アドベンチャーワールド駐車場出入口付近を走行した車両（87台）の各道
路の利用率

アドベンチャーワールド（H29お盆期間）

アドベンチャー
ワールド

アドベンチャーワールド（H30年お盆期間）

南紀田辺IC
E42

42

311

42

ETC2.0プローブ情報（H29年お盆期間（H29/8/12～8/14の3日間）及びH30年お盆期間（H30/8/11～8/13の3日間）の合計）

アドベンチャーワールド駐車場出入口付近を走行した車両（131台）の各道
路の利用率

〇H30のお盆期間において、フラワーラインの全線開通前と同様に、南紀白浜空港線の利用割合が高い。
〇フラワーラインの開通区間（H30.7）と並行する県道34号白浜温泉線について権現谷～才野ランプの利用割合が減少している。
○ H29に比べH30紀勢自動車道（南紀白浜ＩＣ～上富田ＩＣ）の利用割合が増加している。

南紀田辺IC
E42

42

311

42 アドベンチャー
ワールド

データなし
～1％未満
1％以上 10％未満
10％以上 20％未満
20％以上 30％未満
30％以上

権現谷

才野ランプ

権現谷

才野ランプ

フラワーライン（空港東交差点～才野ランプ）
H30.7.8開通

上富田IC

南紀白浜IC

上富田IC

南紀白浜IC

天王池

橋谷

田鶴

神島台

神島台南

朝来駅南

天王池

橋谷

田鶴

神島台

神島台南

朝来駅南

主要渋滞箇所
観光地（分析対象）



和歌山県道路交通渋滞対策協議会

白浜地区における利用経路比較③

【繁忙期（お盆）におけるとれとれ市場近辺の車両が利用する経路】

5

とれとれ市場駐車場出入口付近を走行した車両（250台）の各道路の利用率

とれとれ市場（H30年お盆期間）

上富田IC

南紀田辺IC
E42

42

311

42

南紀白浜IC

とれとれ市場（H29お盆期間）

とれとれ市場

ETC2.0プローブ情報（H29年お盆期間（H29/8/12～8/14の3日間）及びH30年お盆期間（H30/8/11～8/13の3日間）の合計）

上富田IC

南紀白浜IC

南紀田辺IC
E42

42

311

42

とれとれ市場

とれとれ市場駐車場出入口付近を走行した車両（353台）の各道路の利用率

〇H30のお盆期間において、フラワーラインの全線開通前と同様に、南紀白浜空港線の利用割合が高い。
〇フラワーラインの利用は少ない。

データなし
～1％未満
1％以上 10％未満
10％以上 20％未満
20％以上 30％未満
30％以上

フラワーライン（空港東交差点～才野ランプ）
H30.7.8開通

権現谷

才野ランプ

天王池

橋谷

田鶴

神島台

神島台南

朝来駅南

天王池

橋谷

田鶴

神島台

神島台南

朝来駅南

主要渋滞箇所
観光地（分析対象）



和歌山県道路交通渋滞対策協議会

和歌山県道路交通渋滞対策協議会和歌山県道路交通渋滞対策協議会

今年度と次年度の渋滞対策について

平成３０年度
第２回 和歌山県道路交通渋滞対策協議会資料

資料-４



和歌山県道路交通渋滞対策協議会

次年度協議会に向けて

1

今年度は、Ｈ３０.３に開通した「西脇山口線」の一部開通の状況について把握。次年度には、以下の開通路
線について交通状況の把握を実施。
⇒和歌山市内では、「北島湊線」が開通（Ｈ３０.６）、「和歌山南ＳＩＣ」「南港山東線」および

「松島本渡線」が開通（Ｈ３１.３）
⇒紀北東エリアでは「岩出橋」が開通（Ｈ３０.１１） 、「泉佐野岩出線（４車線）」が開通（Ｈ３１.３）

各交差点において、改良工事を実施。改良に伴う、交差点の状況変化を把握し、必要であれば、更なる対
策等に向けて検討を実施。対象のピンポイント箇所は以下のとおり。

・ 第１回協議会で「粉河」「明洋交差点」「郵便橋」「勝浦臨海」、４つの交差点において主要渋滞箇所を解除。
今回、「和歌山大学入口」「御幸辻」「東毛」、３つの交差点の解除に向けて検討を実施。次年度も引続き、交
差点の状況を確認し、解除等の検討を実施。

○ 主要な道路開通に伴う交通状況の把握

○ピンポイント対策箇所における交通状況の把握

○主要渋滞箇所（対策済）の状況確認及び解除検討

（※調査検討・分析等に時間を要することもあり、３～５件程度実施予定）

⇒大谷交差点北東部（第２阪和国道（下り）オフランプ）の右折レーンの増設、粉河加太線の西進右折レーン
の延伸を今年度実施し、現在、粉河加太線の西進左折レーンの増設を調整中

○観光地における交通状況と交通案内の検討

・今年度、白浜地区の繁忙期（ＧＷ、お盆）における交通状況を確認。次年度は引き続き、フラワーライン開通
に伴う交通（ＧＷ、お盆）の変化を把握し、変化を踏まえた交通案内の検討を実施。


